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（学位論文のタイトル） 
Low-frequency group exercise improved the motor functions of community-dwelling  


































 Based Observation Carries Forward法(BOCF法)を用いて補完したIntention to Treat解析（I
TT解析）も用いて分析した。 
  統計学的分析の結果、両群間の介入前の属性と運動機能5項目に有意な差はみられな
かった。介入効果の結果は、すべての運動機能に対して、Per-protocol分析とITT解析と
もに両群間に有意な交互作用がみられた。また、その後の検定（Bonferroni法）の結果
では、介入前と比較して介入後のGHE-SM群ではFR、TUG、歩行に有意な改善がみられ
た。 
  本研究は、農村地域の健常高齢者に対して、セルフモニタリングによるホームエクサ
サイズを組み合わせた低頻度のGEが有効であるかを検討することである。その結果、
セルフモニタリングによるホームエクササイズを組み合わせたGHE-SM群はGE群と比
較して運動機能を向上させることが示された。GHE-SM群の運動機能の向上は、先行研
究による高頻度・高強度の筋力トレーニングと同等の向上をえることはできなかった。
しかし、GHE-SM群の対象者はふらつきの頻度が少なくなったことや立ち上がりが容易
になったなど日常生活の向上が得られるような意見があった。またセルフモニタリング
を実施した当初は、抵抗を示す対象者も見受けられたが、徐々に内省や自己評価、自己
強化が可能となり、ホームエクササイズが自動化され運動量が増加した結果、運動機能
が向上したと考える。 
  人口の減少と高齢化が進む農村地域においては、高齢者の運動機能を維持・向上する
ことは必要不可欠であるが、専門職による人材を確保したうえでの効果的な介入を実施
することは困難であることが現状である。そのため、村上市の様な農村地域においての
介入方法を検討することは必須である。本研究では、農村地域に対する地域在住高齢者
に対して、低頻度のGEに加え、セルフモニタリングによるホームエクササイズを組み
合わせたことで運動機能の向上が得られ、この所見は過疎や専門職不在を抱える農村地
域における介入方法として有効であることが示唆された。 
